



























































































































































































































































































































































初 日は女の子 3人､男の子 3人の計 6人の児
童が相手でしたOどの子も自分なりに一生懸命
取 り組んでいました｡疲れた～､と声が上がっ
たので､休憩にしようか?と言 うと､まだやる !
と返され､こちらが少 し心配になるくらい皆頑
張り屋で驚きました｡そんな彼 らの勉強を精一
杯手助けしたいと思いましたが､実際はなかな
か上手くいきません｡先生-､先生-｡次々に
呼ばれて机を右往左往｡次の子を待たせてしま
うのがとても心苦しかったです｡途中､通 りか
かった先生に助けていただくこともあり何とか
終えましたが､自分の無力さや現場の先生がた
の大変さを改めて感 じました｡
そうして2回目｡前回の反省を踏まえつつ､
今度は大丈夫だろうか､前回よりきちんと出来
るだろうか､と不安でしたが､やはり子供たち
の笑顔を思い出すと今 日も頑張ろうと思えるの
でした｡その日の担当は元気いっぱいの男の子
5人｡私の他に担当者がもう一人いましたので
実際は分担して3人くらいを受け持つ形でした｡
もう一人の担当者が慣れている方でしたので心
情の面でもとても助けられました｡前回より落
ち着いてきちんと教えられたと思います｡勉強
を終えて読書をすることになり､一緒に読もう
と言われた時は本当に嬉 しかったです｡無邪気
な笑顔に､たくさんの元気を貰いました｡
慣れない事だらけでまだまだ及ばない点もあ
りますが､少 しでも児童たちの力になれるよう
頑張っていきたいと思います｡そして､自分も
共に成長 していけたらと思います｡既に週一度
の土曜塾が楽しみです｡
こういった ｢学び｣は大学で机に向かってい
るだけでは絶対に得られないものです｡有難い
経験をさせてもらっているなあ､と改めて感 じ
ると共に､この貴重な経験を活かせるよう､も
っともっと色々な事を吸収していきたいです｡
神奈川大学 教職課程指導室
電話 :045-481-5661(内線 4228)
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